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招 集 期 日 平 成 ２ ８ 年１１月 １７日（木） 会議の場所 学校給食センター 

会議の時刻 開会の時刻  午前１０時００分 開 会 者 教 育 長 

及び宣告者 閉会の時刻  午前１１時００分 閉 会 者 教 育 長 

委 員 出 席 状 況 

氏 名 摘 要 氏 名 摘 要 

秋 本 文 子 教 育 長 出 席 柿 沼 拓 弥 委 員 出 席 

古市明教育長職務代理者 出 席 髙 瀬 賢 一 委 員 出  席 

春 山 教 子 委 員 出 席   

議 事 参 与 者 及 び 

説明のための出席者 

佐藤学校教育部長 赤坂生涯学習部長 橋本教育総務課長 栗原学校教育課長 

小島学校給食センター所長 池澤生涯学習課長 奥野図書館長兼郷土資料館長  

書 記 名 教育総務課総務係 横山  

会議事件名 て ん 末 

開 会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日程第1 

前回会議録の承認 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

教育長 

 

 

教育長 

 

11 月定例教育委員会を開会 

 

 

教育委員会の会議は原則公開であるが、人事に関する事件その

他の事件について出席委員の3分の 2以上の多数で議決したとき

は公開しないことができる。本日の日程で非公開とすべき案件は

ないため、全て公開としてよろしいか。 

 

異議なしの声あり 

 

 

10 月定例教育委員会の会議録の承認について諮った。 

 

異議なしの声あり 

 

前回会議録は、承認された旨宣した。 

 

 

報告事項 1について、教育総務課長から説明を求めた。 
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会議事件名 て ん 末 

日程第2 

報告事項1 

物損事故の報告について

（市長専決処分事項） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

報告事項2 

学校給食への「ベル

ギー王国料理」の提

供について 

 

 

 

 

 

報告事項3 

第30回羽生市高齢者

のつどいの結果につ

いて 

 

 

 

報告事項4 

新郷第一小学校放課

後子ども教室の開設

について 

 

教育総務課長 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

給食センター所長 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

生涯学習課長 

 

 

 

 

 

 

生涯学習課長 

 

 

平成 28 年 9 月 1 日午後 2時 40分頃、南中学校西側の道路にお

いて、職員が側溝付近の雑草を刈払機で刈っていたところ、刈払

機の刃が跳ね上げた小石が走行していた自動車の後部ガラスに

当たり、破損したものである。修理費の賠償について金 137,916

円を全国市長会の保険により対応したことを 12 月定例市議会に

て報告する。 

 

 

報告事項 2について、学校教育課参事兼学校給食センター所長

から説明を求めた。 

 

 

 本日、学校給食にてベルギー王国料理を提供する。本市の姉妹

都市に関連する献立は 6月のフィリピン共和国の料理に続き、今

年度 2回目である。日本の子ども達の口に合うよう栄養士が工夫

を凝らした味となっている。 

 

 

報告事項 3から 6について、生涯学習課長から説明を求めた。 

 

 

 10 月 28 日に体育館メインアリーナにて開催した。298 名の参

加がありシャトル飛ばし、大輪投げ等、全 7種の競技を実施した。

対象が高齢者であるため、競技ごとの仕切りを設けたりして分か

り易いよう工夫した。今回で 30 回を数えるが、今後は事業名称

の「高齢者」という部分の変更について検討していきたい。 

 

 

放課後子ども教室は現在、羽生北、岩瀬、井泉、手子林、羽生

南の 5つの小学校区において開催しているが、この度新郷第一小

学校区にて新たに開設する。開設にあたり運営委員会を設置す

る。委員の構成は、新郷第一小学校の学校長、学童保育室、自治

会、ＰＴＡそれぞれの代表者及び公民館長とし、指導員は、地元

の更生保護女性会の方を中心とする。12 月に説明会と参加者の募

集を行い、1月 16 日に開校する予定である。今回は、学校、公民 
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会議事件名 て ん 末 

 

 

 

 

 

報告事項5 

第33回「彩の国21世紀

郷土かるた」羽生市大

会の開催について 

 

 

報告事項6 

平成29年羽生市成人

式の開催について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

報告事項7 

第30回記念 羽生市

民体育祭の結果につ

いて 

 

 

 

 

 

生涯学習課長 

 

 

 

 

 

生涯学習課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

生涯学習部長 

館、学童保育室が隣接するという立地条件を活かし、市内で初め

てとなるが、公民館を中心として活動を実施する。公民館で行う

ことで地域の方の参加も増やしていきたい。 

 

 

12 月 3 日に市民プラザ大会議室にて開催する。参加資格は市内

小学生とし、団体競技、個人競技で勝ち抜いたチームが、北埼玉

や県の大会に出場する。前回は団体競技において須影が優勝、手

子林が準優勝し、北埼玉大会でも優秀な成績を収めている。 

 

 

平成 29 年 1 月 8 日に産業文化ホールの大ホールにて開催する。

対象者は平成 8年 4 月 2日から平成 9年 4月 1 日までに出生し、

羽生市に住所を有する方であるが、羽生市の学校を卒業し、現在

は市外にいる方も希望すれば参加できる。該当者数は 10 月 21 日

現在、男性 313 名、女性 306 名、合計 619 名である。式典終了後、

記念行事を行い、最後に成人者の集合写真を撮影する。新成人が

実行委員を務めるが、ここ数年は次年度成人式を迎える方が準備

委員として加わり、次の年の成人式を円滑に実施できるよう進め

ている。 

 

 

報告事項 7及び 8について、生涯学習部長から説明を求めた。 

 

 

10 月 23 日に中央公園陸上競技場にて開催した。各地区の体育

振興会、体育協会、スポーツ推進委員、自治会連合会の役員によ

り実行委員会を組織して準備を進め、当日は 165 名の運営協議役

員のご協力をいただいた。成績については、優勝が三田ヶ谷地区、

準優勝が手子林地区、第 3位が岩瀬地区となった。30 回記念とい

うことで、埼玉県警察音楽隊とカラーガード隊を招き、子ども達

に馴染みのある曲の演奏を披露していただいた。また、大東文化

大学陸上競技部と小中学生とのリレー対決では、大学生の 100 メ

ートルのハンデをものともしない圧倒的な速さ、華麗なバトンリ

レーの姿を見ることができた。11 月 7 日に実行委員会の反省会を 
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会議事件名 て ん 末 

 

 

 

 

報告事項8 

第12回羽生市フロア

カーリング大会の開

催について 

 

 

 

 

 

 

 

 

報告事項9 

｢親子で楽しむ絵本

とわらべうた講座及

びボランティア養成

講座｣の結果について 

 

 

 

 

 

報告事項10 

開館30周年記念 平

成 28 年 度 企 画 展 Ⅱ

「収蔵資料展」の開

催について 

 

 

 

 

生涯学習部長 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

図書館長兼郷土資料館長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図書館長兼郷土資料館長 

 

実施した。競技運営面での反省点についての意見を踏まえ、より

一層の充実を図っていきたい。 

 

 

平成 29 年 1 月 22 日、羽生市体育館にて開催する。フロアカー

リングの大会は年 2 回開催しており、6 月に開催された大会は、

日本フロアカーリング協会公認で市外からの参加もある全国大会

であったことに対し、今回の大会は市民を対象とした大会である。

昨年度は 108 チーム、396 名の参加があった。今年も楽しい大会

にしたい。 

 

 

報告事項 9及び 10について、図書館長兼郷土資料館長から説明

を求めた。 

 

 

10 月 17 日と 24 日の 2日間、羽生市立図書館の 2階視聴覚室に

おいて、地域文庫主宰、浦和子どもの本連絡会会員の吉田優子氏

を講師に招き、開催した。受講者数は、子どもと保護者が 11 組、

ボランティア 10 名、延べ 51 名が参加した。終始和やかな雰囲気

の中、前半は親子でわらべうたに触れ、軽い運動を行い、後半は

ボランティア養成のためのわらべうたの伝承について、講師の方

にお話しいただいた。講座への参加を機に、ボランティアの方が

1名でも多く図書館の事業に参加していただければ良いと思う。 

 

 

郷土資料館の開館 30 周年を記念し、郷土に残された資料と地域

や人との繋がりをテーマに平成 29 年 2 月 25 日から 5 月 7 日まで

の期間で開催する。展示資料については、生活に関わる物、節句

人形等の信仰に関わる物、宮沢章二、田山花袋、清水卯三郎等羽

生ゆかりの人物に関する資料、古地図等羽生の歴史に関わる物を

展示する予定である。 

 



5 

 

会議事件名 て ん 末 

 教育長 

 

春山委員 

 

 

 

 

 

生涯学習課長 

 

 

 

 

古市委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生涯学習課長 

 

 

 

 

柿沼委員 

 

報告事項に関して質問・意見を求めた。 

 

新郷第一小学校区での放課後子ども教室については、公民館や

学童保育室と一体となった活動が可能となり、放課後子ども総合

プランにおける放課後児童クラブと放課後子ども教室との連携に

関しても前進させることができるのではないか。携わっている方

達も多忙となるが、上手く連携していけるといいと思う。 

 

今回は公民館を主な会場にすることで、公民館を利用している

様々な団体との交流が深められるのではないかと考えている。学

童保育室の代表者も運営委員となり活動していくため、一体化で

きるよう目標をもって運営していきたい。 

 

 高齢者のつどいの名称を検討することについては、是非してい

ただきたいと思う。年齢が 65歳以上の高齢者という制限がなけれ

ば、例えばスポーツだとしたら、65歳未満だが普段運動をしてお

らず、お年寄りと一緒に楽しむくらいの種目がちょうど良いと感

じる方も参加できる等、間口を広げることもできる。「高齢者」を

タイトルに使うと対象者を限定してしまうので、公民館の利用者

が対象となるため「コミュニティ」等の言葉を用いたり、事業の

目標が健康や生きがいであればそれを使う等、色々考えられる。

また、対象年齢がこれで良いのか、どのようにＰＲしていくのか

等、事業の基本内容を検討する良い機会になると思う。 

 

昨日、公民館主事の会議があり、第 30 回の開催を契機としてま

ず名称を検討することについて議題とした。高齢者大学の受講者

を対象としてきた経緯もあるため、今後健康の面、年齢の面と段

階的に検討していきたい。 

 

 新郷第一小学校区の放課後子ども教室については市内 6 校目と

のことである。その会場なりの問題点や改善点も出てくると思う

が、しっかりやっていただきたい。主な活動場所を公民館とする

とのことだが、岩瀬小学校区の放課後子ども教室開設時に、公民

館での開催は適切でないという話が出ていた記憶があるが、支障

ないか。 
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会議事件名 て ん 末 

 生涯学習課長 

 

 

 

 

 

 

 

古市委員 

 

 

生涯学習課長 

 

 

 

 

 

髙瀬委員 

 

 

生涯学習部長 

 

 放課後子ども総合プランでの活動場所についての考え方は、放

課後の児童が過ごす場所であるため、学校内の余裕教室の他、敷

地内であることが望ましい。また、学校だけでなく、地域と共に

進めていくという方向性もあるので、学校に隣接した公民館での

開催とした。新郷第一小学校区については、公民館で活動するこ

とにより地域の方の参加が可能となり、活動内容も広がるのでは

ないかと考えている。 

 

 学習だけでなく、生活体験や公民館の事業で行うようなことを

含めて活動していくということか。 

 

 公民館で行われている講座等に参加し、地域の方と一緒に体験

することが想定できる。また、最近は他の放課後子ども教室でも

地元の協力により、じゃがいも掘りやさつまいも掘りも行ってお

り、将来的には新郷第一小学校区でもそのような活動ができる可

能性もあると期待しているところである。 

 

羽生市民体育祭について、11 月 7 日に反省会を実施したとの報

告があったが、反省点や課題の内容はどのようなものであったか。 

 

 市民体育祭の開催に至るまでは、各地区で選手集めや役員の選

出等様々な課題があるとの声は度々聞いている。しかし、スポー

ツを通して、住民がひとつになるこの行事は地域のコミュニティ

づくりでは欠かせないものとして、各地区に大変ではあるが是非

続けていきたいとお願いしている。このことについては、各地区

の体育振興会長も苦労はしているが、主旨を理解したうえで協力

していただいている。具体的なものとしては、リレーについての

反省点が挙がった。小学生対抗リレーは、危険の回避のため 9 地

区同時とせず、5 地区と 4 地区に分かれて 2 レースのタイムレー

スとしている。しかし、1年生から 6年生までがバトンを繋ぐ中、

低学年のバトン渡しで子ども同士の接触が起きてしまう。これを

改善するため、低学年のコースをセパレートにした場合、オープ

ンになるところの指導がなかなか難しい等の話が出ていた。また、

各地区対抗リレーは最後の種目として行われ、9 地区一斉スター

トで大変盛り上がるが、やはり選手同士の接触が発生して危険な 
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会議事件名 て ん 末 

  

 

 

 

 

古市委員 

 

 

 

 

 

 

生涯学習部長 

 

 

 

 

柿沼委員 

 

 

 

 

 

 

 

生涯学習部長 

 

ので、小学生と同じように 2 レースのタイムリレースとしてはど

うかという話もあった。その他、ウルトラクイズにおいて放送が

聞き取りづらかったことや、問題の内容がわかりづらかったとの

意見もあったため、来年はよく検討して出題をしたい。 

 

実行委員の皆さんの、より良い大会にしたいという気持ちが伝

わってくる。反省会は、皆で考え次はこうしていこう、改善して

いこうという場であって欲しい。また、体育祭はプログラムのほ

とんどが地区対抗であるが、皆で参加するプログラムを多少増や

してもいいかと思う。紅白歌合戦でも採点に関係なく、皆で歌う

場面も増えている。そのようなことも検討してはどうか。 

 

 全員参加種目を増やすことについても、反省会で意見が出てお

り、競技種目のマンネリ化とならないよう市民体育祭の実行委員

会の他、体育振興会長を中心とした色々な会議の中で、各地区の

声を聞きながら進めていきたい。 

 

今回 30 回記念ということで、大学の陸上部とのリレー競走等、

大変盛り上がった。特に中学 3 年生は受験を控えているのにも関

わらず出場し、一生懸命走っていた姿が印象的だった。埼玉県警

察音楽隊・カラーガード隊の演奏は素晴らしかったが、音がよく

聞こえず、もったいなかった。また、小学校の鼓笛隊の演奏等を

取り入れても良いかと思う。個人的には、放送の方がアドリブで

説明していたが、非常に楽しく聞けて良かった。 

 

大東文化大学陸上部とのリレーの対決は、特に中学校の陸上部

に参加していただき、顧問の先生の多大な協力もあり、盛り上が

って良かった。埼玉県警察の音楽隊の演奏は、産業文化ホールの

舞台演出の方に大会の音響を頼んでいたため、マイクで音を拾い

たいと申し出たが、先方からは逆に近くに来て生の音を聞いてほ

しいという要望があり、それが叶わなかった。演奏する方と聞く

方の感覚をすり合わせることができず、反省すべき点と捉えてい

る。柿沼委員からご提案いただいたように、小学校の鼓笛隊も良

い事であると思う。以前は西中学校と東中学校の吹奏楽部に演奏

してもらったこともあり、その点についても検討したい。 
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会議事件名 て ん 末 

 古市委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

柿沼委員 

 

 

 

 

生涯学習課長 

 

 

 

 

 

古市委員 

 

 

 

 

 

生涯学習課長 

 

商工まつりで小学校の鼓笛隊を見たが、よくトレーニングされ

ていると思った。行進していて列が滞った時に、前の子にぶつか

ったりすると楽器で口に当たり怪我をする。指を見ないで前を見

て歩けるように訓練できていないと危険である。きちんとした基

礎が身についているため、手元を見ずに演奏し、行進することが

できている。鼓笛隊も吹奏楽も人前で演奏する機会を増やすと実

力もさらにアップすると思う。市民体育祭での演奏も含め検討し

ていただければと思う。 

 

成人式について、会場では 3 つの中学校に分かれて座るように

なっているが、市外から転入してきた人、市外の私立中学校に行

った人達の席は用意されているか。また、次年度に成人となる準

備委員はどのように選出されるのか。 

 

 昨年度までの 3 年間は住所の属する中学校単位で座席を用意

し、集合写真を撮影したが、今年度は番号順、地域順等とするこ

とができるかどうかを検討している。準備委員の選出については、

広報等で公募する他、各中学校に文書にて依頼し、実行委員及び

準備委員に相応しい方を推薦していただいている。 

 

昨年度の成人式で、他の町から来た来賓の方が、「うちの町と全

然違う」と感心して帰ったという話を聞いた。来賓が延々と挨拶

を述べるような式典と比べると、羽生市のやり方はすごく良いの

ではないかと思う。完成形とも思える構成でここ数年実施してき

たが、さらに何か加えることができれば素晴らしいと思う。 

 

 市長のお祝いの言葉でパワーポイントを使ったり、集合写真を

撮ったりと工夫を凝らしてきたが、客席を見ていると保護者の来

場、最後まで見ている方の人数も年々増えているように感じてい

る。今後も多くの方に参加してもらえるように進めていきたい。

細かい部分での変化としては、記念品を昨年度までのフォトフレ

ームから、タッチペン付きボールペンに変更した。ペンには「平

成 29年成人式」等のロゴも入れる予定である。 
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会議事件名 て ん 末 

 

 

 

 

 

 

 

日程第3 

協議事項1 

羽生市特別支援教育就

学奨励費支給要綱の一

部を改正する要綱(案) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日程第4 

議案第48号 

議会の議決を経るべき

議案について (平成

28年度教育費補正予

算(第5号)について) 

教育長 

 

 

 

 

教育長 

 

 

教育総務課長 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

教育長 

 

 

 

教育長 

 

 

教育長 

 

 

教育総務課長 

 

 

 

 

 

 

 

 報告事項については、よろしいか。 

 

異議なしの声あり 

 

 

協議事項 1について教育総務課長から説明を求めた。 

 

 

 平成 28 年度国庫補助金における校外活動費及び修学旅行費の

補助対象限度単価の増額改定となったことに対応し、当市の支給

額を改めるものである。 

 

 

協議事項 1について質問・意見を求めた。 

 

 特になし 

 

協議事項 1については、よろしいか。 

 

異議なしの声あり 

 

協議事項 1については、承認された旨宣した。 

 

 

議案第 48号について教育総務課長から説明を求めた。 

 

 

 教育総務課分として小学校施設建設事業、羽生北小学校プール

槽改修工事請負費、補正額 6,380 千円を市議会に上程するもので

ある。今年度のプール活動中にプール槽底面のＦＲＰ仕上材が広

範囲に剥離し、プールが使用できない状況となったため、改修す

るものであり、来年度のプール開きに間に合うよう工事を完成さ

せるため、12月の補正予算となった。 
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会議事件名 て ん 末 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

古市委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校教育部長 

 

 

 

 

 

 

柿沼委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校教育部長 

議案第 48号について意見・質問を求めた。 

 

 

 現在使用している施設を修理することは問題ないと思う一方

で、将来的に小中学校それぞれに設置されているプールを含めて、

公共のインフラをどう管理、更新していくかが大きな課題であり、

コストパフォーマンス抜きには考えられなくなっていくと思う。

屋内プールであれば一年中使えるが、学校のプールは使用人数、

使用日数が共に少なく、それに何百万という予算をかけるのはど

うかということを考えざるを得ない。学校のプール活動に関して

は、民間のプールと契約することも一つの方法かと思う。今後そ

の点を検討していただきたい。 

 

 全くその通りであり、プール活動の実施日数は年間で 20 日程度

であり、天候にも左右される。児童生徒ひとり当たりに換算する

と、維持管理に大変お金がかかる施設である。古市委員の意見の

とおり、民間の室内プールで指導を行うことや、小学校、中学校

の連携により施設を使用すること等、どのような方法が良いか検

討していきたい。 

 

我々の世代では、プールは夏に入るものだったが、若い世代で

はそのような感覚は無いと思う。各中学校に学区内の小学校の児

童が通い、プール活動を行うことも考えられるが、さらに先を見

据えた場合、屋内の温水プールがある施設に委託し、バスによる 

送迎をするとか、利用チケットを発行して年に何回通うとか、柔

軟な対応をしていく必要がある。年度の途中でこれだけの予算を

用意することは、民間の会社では考えられない。他に十数校ある

ため、先を見て考えていけたらと思う。 

 

 既に夏場のプール活動に対する認識も変わってきており、特に

小学校低学年、中学年では気を使っている。ひとつは熱中症、も

うひとつは日焼け止めの使用による水質の悪化である。そのため

ラッシュガードを着用したりするという現状である。 
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会議事件名 て ん 末 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議案第49号 

議会の議決を経るべき議

案について(羽生市産業

文化ホールの指定管理者

の指定について) 

髙瀬委員 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

教育長 

 

 

教育長 

 

 

生涯学習課長 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

古市委員 

 

 炎天下の暑い中、子どもが学校のプールへ通うことは大変なの

ではないかと感じていた。柿沼委員が話した通り、昔は温水プー

ルなど無かったが、今は民間の施設があるため、送迎も委託すれ

ば市の方で移動を心配しなくても良いと思った。 

 

 限られた財源の中で、子ども達に対する教育の質を損なうこと

なく、かつ効率的にというと、すぐできることは小学校、中学校

の連携であるが、将来的には温水プールの使用も視野に入れ、そ

の方向性について教育委員会で話し合っていかなければいけな

い。今回有難い意見を頂戴し、課題が明確になったと思う。 

 

 

議案第 48号については、よろしいか。 

 

異議なしの声あり 

 

議案第 48号については、可決された旨宣した。 

 

 

議案第 49号について生涯学習課長から説明を求めた。 

 

 

 10 月定例教育委員会において、産業文化ホールの指定管理者の

選定について議決いただいた。このことに基づき、12 月定例市議

会に指定管理者の指定について上程するため、市長へ送付するこ

とについて議決を求めるものである。指定管理者となる団体は、

株式会社ケイミックス、指定の期間は、平成 29年 4 月 1日から平

成 34年 3月 31 日までの 5年間である。 

 

 

議案第 49号について意見・質問を求めた。 

 

 

指定管理者として株式会社ケイミックスを指定することに異論

はない。参考資料によると図書館西側駐車場の駐車台数は 165 台 
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会議事件名 て ん 末 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生涯学習課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

教育長 

 

 

教育長 

 

 

教育総務課長 

 

 

 

教育長 

と一番多いが、雨が降ると足元が悪くなったり、部分的に雑草が

生えており駐車できないため、除草して砂利で整地するとか、ロ

ープで駐車区画を表示したりすると駐車進入台数も増えると思う

がいかがか。 

 

 図書館西側駐車場は元々150 台駐車可能とされていたところ、

指定管理者がロープで区画し、165 台に増えた。除草については

年間 2 回から 3 回やっている。しかし、この駐車場は雨が降った

際には周囲の冠水対策のための遊水池となるよう計画されている

ため、どうしても雨水が集まるようになっている。そのため、ワ

ークヒルズ羽生の敷地南側に臨時駐車場 80 台を増設した経緯が

ある。今後は敷地の低い部分に砂利を入れ、多少でも改善するこ

とを予定している。 

 

  

議案第 49号については、よろしいか。 

 

異議なしの声あり 

 

議案第 49号については、可決された旨宣した。 

 

 

次回教育委員会日程について事務局より説明の旨。 

 

 

12 月定例教育委員会は 12 月 12 日 午後 1 時 30 分より教育委

員室にて開催する。 

 

 

閉会を宣した。 
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会議事件名 て ん 末 

   

 

教育長                 

 

委 員                 

 

委 員                 

 

書 記                 


